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　TNT の属性値一覧は自分のデータベーステーブルか
ら設定するカスタムリストで、図形オブジェクト内の要
素に対して使用できる属性が入っています。値一覧を使
うと、要素に対して属性値を簡単に割り当てることがで
きます。一連のテクニカルガイドには、値一覧に関する
基本情報が多数掲載されています (www.opengis.co.jp/
techguidej/75PicklistIntro_J.pdf) を参照するか、「値一
覧」と入力してテクニカルガイドを検索してください )。
作成する値一覧が縦方向にかなり長くなる場合がありま
す。市名や動物の種類、土地被覆クラスといった分類項
目がテーブルにある場合、この分類を使って一覧をまと
め、階層を作成してそこから選択できるようにできます。

•	 長い値一覧をコンパクトにします

•	 分類用のフィールドを設定できます

　階層型の値一覧構造を作成するのは簡単です。階層に
はレベルをいくつでも含めることができます。階層の作
成に使用するフィールドは、値一覧の値を持つ主キーと
同じテーブルになければいけません。後は、分類するた
めのフィールドを選択するだけです。

•	 分類するフィールドを選択するだけで値一覧を階層
構造にできます

•	 必要なだけレベルを作成できます

　値一覧テーブルは、主キーフィールドに値一覧に表示
される値を含みます。値一覧を開くテーブルのフィール
ドは、値一覧テーブル内にある主キーに対して外部キー
の関係にあります。値一覧の階層を設定するウィンドウ
には、他の値一覧の表示をコントロールするオプション
もあります。これらのオプションは、分類しない値一覧
表示や階層の 1番下のレベルに適用されます。

•	 値一覧テーブル内の任意のフィールドを選択し、値
一覧で表示できます

•	 値一覧テーブル内の任意のフィールドを選択し、値
一覧での階層の順位を決めます

分 類 に 使 う
フィールド

値一覧の値を提供するフィールド
( 分類しない、階層の 1 番下のレベル )

"Group" フ ィ ー ル ド を 使 っ て 分 類
さ れ た 値 一 覧 A( 上 の "Common 
Name( 一般名称 )" を使用 )

"Group" フィールドを使って分類
さ れ た 値 一 覧 B( 上 の "Scientific 
Name( 学名 )" を使用 )

単一レコード表示にして
値一覧ウィンドウを開くボタン

値一覧ウィンドウで
右クリックし、
設定の表示または調節を行います

階層の作成
に使用する
フィールド

値一覧の項
目の並び順
を 決 め る
フィールド

分類するフィール
ドが指定されてい
る場合、この [ 設
定 ] ボタンがアク
ティブになります

値一覧で
表示する値

分類しない場合の値一覧

A B

下の値一覧 A で使用した
フィールド

値一覧 B で使用した
フィールド
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　値一覧テーブル内に分類に使用できる別のフィールド
がさらにある場合、値一覧の階層を増やすことができま
す。値一覧の分類に使用するフィールドは、分類される
値一覧と同じテーブルになければいけませんが、多段階
の階層レベルを設定する場合、分類に使用するフィール
ドは別々のテーブルにある場合があります。右図では、	
"Genus( 属 )" というフィールドが小分類に使われており、
目撃された海洋動物の名前として " 一般名称 (Common 
Name)" と " 学名 (Scientific Name)" がテーブルにありま
す (1 番上の図 )。"Family( 科 )" というフィールドが大分
類項目として使われ、"Genus" という値一覧テーブル内に
あります (1 番下の図 )。

多段階の分類レベル
" 一 般 名 称 " の
値一覧テーブル

" 一般名称 " の値一覧テーブル内にあ
る "Genus( 属 )" が、階層の小分類と
して使用されています

"Family( 科 )" と "Genus( 属 )"
フィールドで 2 段階に分類され
た値一覧 (" 一般名称 " を使用 )

" F a m i l y ( 科 ) " と
"Genus( 属 )" フィールドで
2 段階に分類された値一覧
(" 学名 " を使用 )

"Genus( 属 )" の
値一覧テーブル
には、大分類用
の "Family( 科 )"
フィールドがあ
りますケニア沖でのイルカやウミガメ、クジラ、サメの目撃情報。参照画像としてランドサッ

ト 7-4-2 タイルセット ( マイクロイメージ社が提供するインターネットタイルセット。
TNT 製品で直接使用可 ) を使用。

「小分類」として使用した
フィールド

「大分類」として使用した
フィールド


